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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの蓄電池セルを有する複数の電池パックが直列接続されてなる組電池と
、
　前記電池パックを管理するバッテリ管理部と、
　前記バッテリ管理部から前記各電池パックへの電池データ要求通信用に前記バッテリ管
理部と前記各電池パック間をデイジーチェーン接続する光回線と、
　前記各電池パックから前記バッテリ管理部への電池データ通信用に前記バッテリ管理部
と前記各電池パック間を１対１に接続する光回線と、
を備えることを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記バッテリ管理部から前記各電池パックへの電池データ要求コマンドをブロードキャ
ストで送信することを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の通信システムと、前記通信システムが有する組電池に接
続される電力変換部と、を備えたことを特徴とする蓄電池システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、通信システムおよび蓄電池システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、蓄電池セルを有した電池パックを複数備えた通信システムが存在する。このよう
な通信システムは、例えば特許文献１に開示されている。
【０００３】
　特許文献１の通信システムでは、複数の蓄電池セルから成るモジュール電池とセルコン
トローラを有する電池パックが直列接続される。そして、セルコントローラは、検出され
た電池状態情報を絶縁通信回路を介してバッテリコントローラに送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２３５０３２号公報（第３図等）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１では、絶縁通信回路にフォトカプラを使用している。フォトカプラによ
る絶縁については、国内外の様々な安全規格にて、危険な高電圧からユーザの安全を保護
するために、絶縁距離、沿面距離並びに空間距離の最小値が規定されている。絶縁距離と
は、樹脂で絶縁された発光側と受光側との間の最短距離である（図９のＬ０）。沿面距離
とは、パッケージ表面に沿った発光側端子と受光側端子との間の最短距離である（図９の
Ｌ１）。空間距離とは、樹脂外部の空間で発光側端子と受光側端子との間が最短となる距
離である（図９のＬ２）。
【０００６】
　電池パックの直列接続による２００Ｖ～６００Ｖの高圧の蓄電池システムでは、絶縁通
信回路にフォトカプラを使用することは可能である。しかしながら、電池パックの直列接
続数を増やして６００Ｖ以上のさらに高圧な蓄電池システムを構築しようとすると、グロ
ーバルの安全規格に準拠させるためにはフォトカプラによる絶縁は限界となってしまう。
【０００７】
　上記問題点に鑑み、本発明は、電池パックの直列接続により高圧なシステムを構築する
場合でも、構成機器間の通信路の絶縁対策を効果的に行える通信システムおよびこれを備
えた蓄電池システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の或る態様に係る通信システムは、少なくとも一つの蓄電池セルを有する複数の
電池パックが直列接続されてなる組電池と、前記電池パックを管理するバッテリ管理部と
、前記バッテリ管理部から前記各電池パックへの電池データ要求通信用に前記バッテリ管
理部と前記各電池パック間をデイジーチェーン接続する光回線と、前記各電池パックから
前記バッテリ管理部への電池データ通信用に前記バッテリ管理部と前記各電池パック間を
１対１に接続する光回線と、を備える構成とする。
 
【０００９】
　また、本発明の他の態様に係る通信システムは、バッテリ管理部から各電池パックへの
電池データ要求コマンドをブロードキャストで送信することを特徴とする。
 
【００１１】
　また、本発明の蓄電池システムは、上記いずれかの構成の通信システムと、前記通信シ
ステムが有する組電池に接続される電力変換部と、を備える構成とする。
【発明の効果】
【００１２】
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　本発明によると、電池パックの直列接続により高圧なシステムを構築する場合でも、通
信に光回線を用いるので構成機器間の通信路の絶縁対策を効果的に行える。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る蓄電池システムの全体構成例を示す図である。
【図２】本発明に係る電池パックの構成例を示す図である。
【図３】本発明に係るＢＭＵ（Battery　Management　Unit）の構成例を示す図である。
【図４】本発明に係る通信システムの第１実施形態の構成を示す図である。
【図５】本発明に係る通信システムの第２実施形態の構成を示す図である。
【図６】本発明に係る通信システムの第２実施形態における配線ミスの一例を示す図であ
る。
【図７】本発明に係る通信システムの第３実施形態の構成を示す図である。
【図８】本発明に係る通信システムの第３実施形態におけるアドレス割り当て処理の一例
を示す図である。
【図９】フォトカプラの一例の概略断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に本発明の一実施形態を図面を参照して説明する。本発明に係る蓄電池システムの
全体構成例を図１に示す。但し、図１において、細い実線は信号線を示し、太い実線は電
力線を示す。図１に示す蓄電池システムは、マスタコントローラ１と、ＨＵＢ２と、電力
変換器管理部３と、電力変換器（Power　Conversion　System（ＰＣＳ））４と、蓄電池
ユニット５と、を備えている。
【００１５】
　電力変換器管理部３は、マスタコントローラ１から充放電制御指令を受け、複数設けら
れた電力変換器４の動作を管理する機能を有する。電力変換器４ごとに組電池５０が電力
線により複数接続される。電力変換器４は、外部の電力源（不図示）と組電池５０との間
の電力変換、あるいは組電池５０と外部の負荷（不図示）との間の電力変換を行う機能を
有し、双方向ＡＣ／ＤＣコンバータ、双方向ＤＣ／ＤＣコンバータ等のコンバータである
。例えば、外部の電力源が外部商用電源の場合は、電力変換器４として双方向ＡＣ／ＤＣ
コンバータが用いられ、外部の電力源が太陽電池の場合は、電力変換器４として双方向Ｄ
Ｃ／ＤＣコンバータが用いられる。
【００１６】
　電力変換器管理部３は、充放電制御指令に基づき、電力変換器４の動作を制御し、外部
の電力源の電力を組電池５０に一旦蓄電させたり、蓄電した電力を外部の負荷に放電させ
る電力管理を行う機能を有する。
【００１７】
　一つの電力変換器４に対応して複数の蓄電池ユニット５が設けられ、一つの蓄電池ユニ
ット５は、組電池５０と、ＢＭＵ（Battery　Management　Unit）５１と、ＢＳＵ（Batte
ry　Switching　Unit）５２とを有する。組電池５０は、電池パックが複数直列接続され
て構成され、直列接続により６００Ｖ以上の高圧システムとなっている。ＢＳＵ５２は、
電力変換器４と組電池５０との間に配され、ＢＭＵ５１の制御の下で接続状態または開放
状態とされる。
【００１８】
　ＢＭＵ５１は、組電池５０との間で光回線による通信を行い、組電池５０への電池デー
タ要求を行って組電池５０から電池データを取得する。そして、ＢＭＵ５１は、取得した
電池データに基づき電池パックに不具合が生じたと判断した場合、組電池５０を電力変換
器４から切り離すようＢＳＵ５２を開放状態とさせる。また、ＢＭＵ５１は、その不具合
が生じた旨を電池データと共にまとめてマスタコントローラ１に送信もする。
【００１９】
　なお、図１の構成では、複数の電力変換器４を一つの電力変換器管理部３により制御す
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るようにしているが、一つの電力変換器管理部３に不具合があった場合に全ての電力変換
器４を制御不能となる可能性がある。そこで、電力変換器４ごとに電力変換器管理部３を
設ける構成としてもよい。
【００２０】
　組電池５０を構成する電池パック５００の構成例を図２に示す。電池パック５００は、
複数の蓄電池セル５０１と、電池状態検出部５０２と、制御部５０３と、光通信部５０４
とを備えている。リチウムイオン電池等の複数の蓄電池セル５０１は、並列および直列に
接続される。例えば、蓄電池セル５０１を２４個並列に接続し、並列接続された各段を１
３個直列に接続する。なお、電池パック５００は、蓄電池セル５０１が並列接続された一
つの単位のみを有してもよいし、単一の蓄電池セル５０１のみを有するようにしてもよい
。
【００２１】
　電池状態検出部５０２は、蓄電池５０１が並列接続されている各段の電圧値を検出する
と共に、電池パック５００の＋－電極間の電流値および電圧値、電池パック５００のＳＯ
Ｃ（State　Of　Charge）、電池パック５００の温度を検出し、それらの検出データを制
御部５０３に出力する。ここで、ＳＯＣとは、満充電容量に対する放電可能容量（残存容
量）の比を百分率で表したパラメータである。ＳＯＣは、電池パック５００に流れる充放
電電流の積算値から求められる他、予め決定された電池パック５００の開路電圧（Open　
Circuit　Voltage（ＯＣＶ））とＳＯＣとの関係を示す計算式或いはテーブルを参照する
ことにより求めることができる。制御部５０３は、電池状態検出部５０２から取得した検
出データを電池データとして光通信部５０４を介して送信する。光通信部５０４は、光送
信モジュールと光受信モジュールとから成る。
【００２２】
　また、絶縁のため光通信部５０４を用いる場合は、メタルによる通信の場合のように通
信部の駆動電力をＢＭＵ５１側から与えることができないため、光通信部５０４の駆動電
力は蓄電池セル５０１から供給するようにしている。
【００２３】
　また、ＢＭＵ５１の構成例を図３に示す。ＢＭＵ５１は、制御部５１０と、光通信部５
１１と、通信インタフェース５１２とを備えている。光通信部５１１は、光送信モジュー
ルと光受信モジュールとから成る。制御部５１０は、光通信部５１１を介して電池データ
要求コマンドを組電池５０に送信し、電池データを組電池５０から取得する。また、制御
部５１０は、ＢＳＵ５２を接続状態または開放状態に制御すると共に、通信インタフェー
ス５１２およびＨＵＢ２を介してマスタコントローラ１（図１）と通信を行う。
【００２４】
　＜通信システムの第１実施形態＞
　次に、各電池パック５００とＢＭＵ５１から構成される通信システムについて説明する
。通信システムの第１実施形態の構成を図４に示す。図４では、Ｎ個（Ｎ：２以上の自然
数）の電池パック５００が直列接続されて組電池５０を構成する（図４においてｎ（ｎ＝
１～Ｎ）個目の電池パック５００は「Ｂ－ｎ」と表記）。１個目の電池パック５００がＢ
ＳＵ５２のプラス側に、Ｎ個目の電池パック５００がＢＳＵ５２のマイナス側に接続され
、組電池５０は、ＢＳＵ５２を介して電力変換器４（図１）に接続される。
【００２５】
　各電池パック５００は、光送信モジュールＴｘと光受信モジュールＲｘを有している。
光送信モジュールＴｘは、ＬＥＤの点灯によりデータ送信を行う。直列接続における隣り
合う電池パックの光送信モジュールＴｘと光受信モジュールＲｘとが光ファイバにより接
続される。また、ＢＭＵ５１が有する光送信モジュールＴｘとＮ個目の電池パック５００
が有する光受信モジュールＲｘとが光ファイバにより接続され、１個目の電池パック５０
０が有する光送信モジュールＴｘとＢＭＵ５１が有する光受信モジュールＲｘとが光ファ
イバにより接続される。これにより、各電池パック５００とＢＭＵ５１とが光ファイバに
よりデイジーチェーン接続されることになる。
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【００２６】
　電池データ通信においては、まず、ＢＭＵ５１が自身の光送信モジュールＴｘから送信
対象の或る電池パック５００宛てに電池データ要求コマンドを送信する（電池データ要求
は各電池パック５００に対して行う）。このとき、後述するアドレス割り当て処理により
各電池パック５００に割り当てられるＩＤ番号を指定して電池データ要求コマンドを送信
する。電池パック５００は、電池データ要求コマンドを受信すると、隣り合う次の電池パ
ック５００に向けて電池データ要求コマンドを転送する。転送は、光通信部５０４（図２
）にて制御部５０３（図２）の介在なしで遅延なく次々と行われ、１個目の電池パック５
００の転送によりＢＭＵ５１は送信した電池データ要求コマンドを受信する。また、光通
信部５０４（図２）は、電池データ要求コマンドの転送と共に、自身宛の電池データ要求
コマンドか否かを判定するために、受信した電池データ要求コマンドを制御部５０３（図
２）に出力する。
【００２７】
　制御部５０３（図２）にて自身宛の電池データ要求コマンドと判定した電池パック５０
０は、ＢＭＵ５１に対して自身のＩＤ番号を含めた電池データを応答する。応答は、電池
データ要求コマンドの受信完了から間隔（例えば、数十ミリ秒）をあけて、隣り合う次の
電池パック５００に向けて電池データを送信することで行われる（１個目の電池パック５
００はＢＭＵ５１に送信する）。電池データは、光通信部５０４（図２）にて制御部５０
３（図２）の介在なしで遅延なく次々転送され、１個目の電池パック５００の転送により
、ＢＭＵ５１は、各電池パック５００から電池データを取得することが可能となる。
【００２８】
　このように、ＢＭＵ５１と各電池パック５００の間を光回線で接続することにより、電
池パック５００の直列接続により６００Ｖ以上の高圧システムが構築されている場合でも
、構成機器間の通信路の絶縁対策および耐ノイズ対策を効果的に行える。さらに、デイジ
ーチェーン接続によりＢＭＵ５１側の通信ポートが一つで済むため、電池パック５００の
直列接続数が変化しても柔軟に対応することができる。
【００２９】
　また、本実施形態の構成の場合は、どの電池パック５００からの電池データなのかを識
別するために、電池パック５００を識別するためのアドレス割り当て処理が必要となる。
アドレス割り当て処理は、通信開始時に下記のように実施される。
【００３０】
　（ステップ１）まず、ＢＭＵ５１は、アドレス設定用コマンドを各電池パック５００に
対してブロードキャストする。
【００３１】
　（ステップ２）各電池パック５００は、デイジーチェーン接続している自身の光送信モ
ジュールＴｘをdisable（無効）とする。
【００３２】
　（ステップ３）ＢＭＵ５１は、初期値のＩＤ番号（例えば「＃１」）を発行する。
【００３３】
　（ステップ４）電池パック５００は、自身の光送信モジュールＴｘがdisableの場合、
受信したＩＤ番号を自身のＩＤ番号に設定し、光送信モジュールＴｘをenable（有効）と
し、隣り合う次の電池パック５００に対して自己のＩＤ番号に１を足したＩＤ番号を発行
する。
【００３４】
　（ステップ５）１個目の電池パック５００は、自身の光送信モジュールＴｘがdisable
の場合、受信したＩＤ番号を自身のＩＤ番号に設定し、光送信モジュールＴｘをenable（
有効）とし、ＢＭＵ５１に対して自己のＩＤ番号に１を足したＩＤ番号（＝初期値＋Ｎ）
を発行する。ＢＭＵ５１が１個目の電池パック５００により発行されたＩＤ番号を受信す
ると、アドレス割り当て処理が終了する。
【００３５】
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　なお、本実施形態は、上述したような効果を有しているが、次のような課題も有してい
る。第１に、電池データ要求コマンド送信時のデータよりも電池データ送信時のデータの
ほうがデータ量が多く、電池データ送信時に電池パック５００は自身のデータに加えて自
身より後段の全ての電池パック５００からのデータを送信する必要がある。従って、送信
のためのＬＥＤ点灯時間が電池パック５００間でばらつくこととなり、電池パック５００
間の容量バランスが崩れる。電池パック間の容量バランスの崩れについて極端な例を挙げ
ると、直列接続された電池パック列の中に、満充電の電池パックと空の電池パックが混在
した状態では、満充電の電池パックがあるため充電すると過充電になるので充電できず、
空の電池パックがあるため放電すると過放電になるので放電できない。よって、放電も充
電もできない状態となる。
【００３６】
　第２として、電池パック５００は、自身宛でないデータを転送するためにＬＥＤの点灯
が必要であり、電力消費が大きくなるという課題である。
【００３７】
　＜通信システムの第２実施形態＞
　次に、通信システムの第２実施形態の構成を図５に示す。図５に示す構成では、ＢＭＵ
５１が有するＮ個の各光送信モジュールＴｘと、Ｎ個の電池パック５００の各光受信モジ
ュールＲｘとが１対１に光ファイバにより接続される。また、Ｎ個の電池パック５００の
各光送信モジュールＴｘと、ＢＭＵ５１が有するＮ個の各光受信モジュールＲｘとが１対
１に光ファイバにより接続される。
【００３８】
　このような構成における通信方法としては、ＢＭＵ５１の光送信モジュールＴｘから各
電池パック５００に対して電池データ要求コマンドを順次送信し、電池データ要求コマン
ドを受信した時点で電池パック５００が光送信モジュールＴｘからＢＭＵ５１に対して電
池データを送信する（即ち、ＢＭＵ５１は各電池パック５００から電池データを順次受信
する）。
【００３９】
　或いは別の通信方法として、全ての電池パック５００に対してＢＭＵ５１から一斉に電
池データ要求コマンドを送信し、ＢＭＵ５１が全ての電池パック５００から並列して電池
データを受信するようにしてもよい。
【００４０】
　このような本実施形態であれば、各電池パック５００は直接ＢＭＵ５１と通信を行える
ため、電池パック５００間のＬＥＤ点灯時間のばらつきを抑え、電池パック５００間の容
量バランスの崩れを抑制できる。また、第１実施形態のように電池パック５００は自身宛
でないデータを転送する必要がないので、電力消費を抑えることもできる。但し、本構成
では、電池パック５００の直列接続数に応じたＢＭＵ５１側の送受信ポートと配線の増加
といった課題がある。
【００４１】
　また、本構成の場合は、どの電池パック５００からの電池データなのかは接続ポートに
よって一意に識別可能である。しかしながら、例えば図６に示すように１個目の電池パッ
ク５００の光送信モジュールＴｘを、本来２個目の電池パック５００が接続されるべきＢ
ＭＵ５１の光受信モジュールＲｘに接続し、２個目の電池パック５００の光送信モジュー
ルＴｘを、本来１個目の電池パック５００が接続されるべきＢＭＵ５１の光受信モジュー
ルＲｘに接続するといった配線ミスが生じる可能性がある。このような場合、１個目の電
池パック５００からの電池データであると識別したが、実際は２個目の電池パック５００
の電池データであり、２個目の電池パック５００からの電池データであると識別したが、
実際は１個目の電池パック５００の電池データであったという識別ミスが生じてしまう。
【００４２】
　そこで、正しく電池パック５００を識別できるように下記のようなアドレス割り当て処
理を行ってもよい。アドレス割り当て処理は、通信開始時に下記のように実施される。
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【００４３】
　（ステップ１）まず、ＢＭＵ５１は、最初の送信ポート（光送信モジュールＴｘ）から
電池パック５００に対してＩＤ番号（例えば「＃１」）を発行する（例えば、Ｎ個目の電
池パック５００に対してＩＤ番号を発行）。
【００４４】
　（ステップ２）ＩＤ番号を受信した電池パック５００は、そのＩＤ番号を自身のＩＤ番
号に設定し、ＢＭＵ５１に対して応答する。
【００４５】
　（ステップ３）ＢＭＵ５１は、次の送信ポートから電池パック５００に対して次のＩＤ
番号を発行する。
【００４６】
　最後の送信ポートまで上記ステップ３とステップ２を繰り返すと、処理は終了する。こ
のようにアドレス割り当て処理を行えば、電池データ送信時に電池パック５００が自身の
ＩＤ番号をＢＭＵ５１に対して送信するようにすることで、ＢＭＵ５１はどの電池パック
５００からの電池データかを、Ｎ個の各光送信モジュールＴｘと、ＢＭＵ５１が有するＮ
個の各光受信モジュールＲｘとの１対１の配線に依らず正しく識別できるようになる。し
かしながら、ＢＭＵ５１が有するＮ個の各光送信モジュールＴｘと、Ｎ個の電池パック５
００の各光受信モジュールＲｘとの１対１の配線ミスがあった場合は、アドレス割り当て
処理を行ったとしても、識別ミスは生じてしまう。
【００４７】
　＜通信システムの第３実施形態＞
　次に、通信システムの第３実施形態の構成を図７に示す。図７に示す構成では、電池デ
ータ要求の通信用にＢＭＵ５１と各電池パック５００を光ファイバによりデイジーチェー
ン接続し、電池データの通信用に各電池パック５００の光送信モジュールＴｘとＢＭＵ５
１が有するＮ個の光受信モジュールＲｘとを１対１に光ファイバにより接続する。
【００４８】
　通信方法については、まず、ＢＭＵ５１は自身の光送信モジュールＴｘからブロードキ
ャスト用のアドレスを指定して電池データ要求コマンドを送信する。電池データ要求コマ
ンドを受信した電池パック５００は、ブロードキャスト用のアドレスから自身宛と判断し
、電池データを自身の光送信モジュールＴｘからＢＭＵ５１に対して送信すると共に、隣
り合う次の電池パック５００へ電池データ要求コマンドを転送する。これにより、Ｎ個目
から２個目までの電池パック５００が電池データを順次ＢＭＵ５１に送信し、電池データ
要求コマンドを転送された１個目の電池パック５００は、電池データを自身の光送信モジ
ュールＴｘからＢＭＵ５１に対して送信すると共に、ＢＭＵ５１へ電池データ要求コマン
ドを転送する。
【００４９】
　電池データ要求コマンドを受信したＢＭＵ５１は、電池データ要求コマンドを確認する
ことでデータ化けがないか、光回線の断線がないか等を判断できる。なお、１個目の電池
パック５００からＢＭＵ５１への電池データ要求コマンドを転送するための光回線は必須
ではない（このような光回線がない接続形態もデイジーチェーン接続に含まれる）。
【００５０】
　本実施形態によれば、デイジーチェーン接続と１対１接続とを組み合わせることで、Ｂ
ＭＵ５１における通信ポートの増加をなるべく抑えることができる。さらに、電池データ
要求コマンドをブロードキャストすること、および１対１接続による電池データ送信によ
り、電池パック５００間のＬＥＤ点灯時間のばらつきを抑えて電池パック５００間の容量
バランスの崩れを抑制できると共に、ＬＥＤ点灯による電力消費を抑えることもできる。
【００５１】
　また、本構成の場合も、どの電池パック５００からの電池データなのかは接続ポートに
よって一意に識別可能であるが、第２実施形態で述べたような配線ミスがあった場合でも
正しく電池パック５００を識別できるように下記のようなアドレス割り当て処理を行って
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もよい。アドレス割り当て処理は、通信開始時に下記のように実施される（図８を参照、
図８中の×はdisableを示す）。
【００５２】
　（ステップ１）まず、ＢＭＵ５１は、アドレス設定用コマンドを各電池パック５００に
対してブロードキャストする。
【００５３】
　（ステップ２）各電池パック５００は、デイジーチェーン接続している自身の光送信モ
ジュールＴｘをdisable（無効）とする。
【００５４】
　（ステップ３）ＢＭＵ５１は、初期値のＩＤ番号（例えば「＃１」）を発行する。
【００５５】
　（ステップ４）電池パック５００は、自身の光送信モジュールＴｘがdisableの場合、
受信したＩＤ番号を自身のＩＤ番号に設定し、ＢＭＵ５１に対して電池データ送信用の光
回線を介して応答し、光送信モジュールＴｘをenable（有効）とする。そして、電池パッ
ク５００は、隣り合う次の電池パック５００に対して自己のＩＤ番号に１を足したＩＤ番
号を発行する。
【００５６】
　（ステップ５）１個目の電池パック５００は、自身の光送信モジュールＴｘがdisable
の場合、受信したＩＤ番号を自身のＩＤ番号に設定し、ＢＭＵ５１に対して電池データ送
信用の光回線を介して応答し、光送信モジュールＴｘをenableとする。そして、１個目の
電池パック５００は、ＢＭＵ５１に対して自己のＩＤ番号に１を足したＩＤ番号（＝初期
値＋Ｎ）をデイジーチェーン接続の光回線を介して発行する。ＢＭＵ５１が１個目の電池
パック５００により発行されたＩＤ番号を受信すると、アドレス割り当て処理が終了する
。
【００５７】
　このようにアドレス割り当て処理を行えば、電池データ送信時に電池パック５００が自
身のＩＤ番号をＢＭＵ５１に対して送信するようにすることで、ＢＭＵ５１はどの電池パ
ック５００からの電池データかを、Ｎ個の各光送信モジュールＴｘと、ＢＭＵ５１が有す
るＮ個の各光受信モジュールＲｘとの１対１の配線に依らず正しく識別できるようになる
。また、第２実施形態とは異なり、電池データ要求通信用の配線は、直列接続における隣
り合う電池パック５００をデイジーチェーン接続することで行われるので、配線ミスの可
能性は低く、アドレス割り当て処理は有効に作用する。
【００５８】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明の趣旨の範囲内であれば、実施
形態は種々変更可能である。
【００５９】
　例えば、第１実施形態および第３実施形態においてデイジーチェーン接続する場合、Ｂ
ＭＵ５１の光送信モジュールＴｘを１個目の電池パック５００の光受信モジュールＲｘに
接続し、１個目の電池パック５００からＮ個目の電池パック５００に向かってデータ転送
できるよう各電池パック５００間を接続し、Ｎ個目の電池パック５００の光送信モジュー
ルＴｘをＢＭＵ５１の光受信モジュールＲｘに接続する構成としてもよい。なお、この場
合、Ｎ個目の電池パック５００からＢＭＵ５１への接続は必須ではない（この接続をしな
い接続形態もデイジーチェーン接続に含まれる）。
【符号の説明】
【００６０】
　　　１　マスタコントローラ
　　　２　ＨＵＢ
　　　３　電力変換器管理部
　　　４　電力変換器（Power　Conversion　System（ＰＣＳ））
　　　５　蓄電池ユニット
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　　　５０　組電池
　　　５１　ＢＭＵ（Battery　Management　Unit）
　　　５２　ＢＳＵ（Battery　Switching　Unit）
　　　６０　外部樹脂
　　　６１　内部樹脂
　　　６２　半田ランド
　　　５００　電池パック
　　　５０１　蓄電池セル
　　　５０２　電池状態検出部
　　　５０３　制御部
　　　５０４　光通信部
　　　５１０　制御部
　　　５１１　光通信部
　　　５１２　通信インタフェース
　　　Ｔｘ　光送信モジュール
　　　Ｒｘ　光受信モジュール

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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